
 

1. はじめに 

1.1 研究背景 

 四面環海の島国であるわが国では、古来より海

を多面的に活用し、豊かな自然環境や海洋資源等

の恩恵を享受することで発展してきた。しかし近

年では、沿岸域の住民を含め、こうした海との係

わりを日常生活において認識する機会が減少して

きていることが指摘されている 1)。 

 こうした中で、2013 年 4 月に閣議決定された海

洋基本計画 2)では、「海洋教育の充実および海洋に

関する理解の増進」が追記され、海洋産業及び海

洋教育に関する文化・教育施設の連携や情報発信、

その担い手の育成の重要性が指摘されている。 

 海洋教育を行う施設としては、海事博物館が挙

げられ、わが国では、造船業の最盛期である 1974

年に開館した「船の科学館」に代表されるように、 

全国各地に海事博物館が設置され、実物船や実機

等を展示することで海洋教育に関する情報発信が

なされてきた。しかし、2013 年には「なにわの海

の時空館」、2014 年には「みちのく北方漁船博物

館」が入場者数の低迷や財政圧迫等を理由に相次

いで閉館し、その後の新設・増設等はなされてい

ない状況にある。 

 一方、諸外国の海事博物館の動向に着目すると、

イギリスやドイツ、韓国、アラブ首長国連邦等に

おいて国家主導による海事博物館の新設・拡充が

なされている 3)。また、こうした諸外国では国際

海事博物館機構(ICMM)が組織され、海事博物館に

関する明確な定義付けがなされ注1)、隔年で国際海

事博物館会議が催される等、加盟博物館の連携強

化が図られてきている。翻ってわが国の海事博物

館を取り巻く状況をみると、必ずしも全国各地の
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海事博物館の開設状況や展示内容の動向等は把握

されておらず、今後、わが国の海洋教育の発展に

おける海事博物館のあり方を検討していく上で、

全国各地の海事博物館の動向を明らかにしていく

ことは今日的な急務の課題といえる。 

 海事博物館に関する研究報告としては、海外の

海事博物館の動向に着目した岡本の報告 3)や港湾

区域における海事博物館の位置付けを検討した安

原らの一連の研究 4)〜9)、個別の海事博物館の事例

を取り上げた平賀 10)や安黒 11)の研究が挙げられ

るが、わが国の海事博物館を概観し、その展示内

容や施設構成の動向を明らかにしたものは少ない。 

1.2 研究目的 

 そこで本研究では、わが国の海事博物館のあり

方を検討していく上での基礎的研究として、全国

の海事博物館を抽出し、それらの立地分布や展示

内容を把握することで海事博物館の現状を捉える。

次いで、海事博物館の利用状況・展示内容・施設

構成の関係を捉えることで、海事博物館の建築

的・展示的特徴を明らかにすることを目的とする。 

 

2. 研究方法 

 調査概要を表 1に示す。本研究では、海事博物

館の選定にあたり、全国博物館総覧に掲載されて

いる 3984 館注2)の展示物及び収蔵物を把握した上

で、造船、海運、港湾整備、水産、海洋開発、海

軍等の海に関する展示室を設けている博物館を抽

出した。次いで、各博物館に対してアンケート調

査を行い、パンフレット及び平面図の有無、年間

入場者数、月別入場者数(平成 26 年度)を把握した。

合わせて、パンフレットや HP 等から展示内容、入

場者数、入場料、諸室数、述床面積を把握した。 

 

3. 日本の海事博物館の現状 

 海事博物館の展示内容を表 2に示す。文献調査

の結果、日本全国の海事博物館 50 館を確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 展示内容の分類と特徴 

 全国博物館総覧記載の展示物及び収蔵物に基づ

き各博物館の海に関する展示内容を整理すると、

「造船・船舶・海運・港湾整備・水産・海洋環境・

海軍・その他」の 8パタンに分類できた注3)。 

 展示内容は、「船舶(38 館)」、「水産(24 館)」、「造

表 1 調査概要 

表 2 対象博物館及び展示内容の分類 
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船(12 館)」の順に多くみられ、日本の海事博物館

の展示として、漁船模型や漁具等の水産関連の展

示が主となっていることがわかる。 

3.2 立地分布と展示内容の特徴 

 海事博物館の県別館数を図 1、立地分布を図 2

に示す。図 1をみると、北海道、千葉県、神奈川

県の順に海事博物館が多く開設されており、北海

道と千葉県では「水産」、神奈川県では「港湾整備」

の展示が多くみられ、水産業や貿易港等の海に関

する地域的特徴が展示内容に反映されていること

が考えられる。また、図 2をみると、海事博物館

の多くは海沿いに立地しており、特に、貿易港が

数多く立地し、水産業や造船業が発展してきた東

京湾や瀬戸内海周辺に密集していることがわかる。 

3.3 海事博物館の位置付け 

 日本の海事博物館の位置付けに着目すると、文

部科学省では、博物館を「総合・科学・歴史・美

術・野外・動物園・植物園・動植物園・水族館」

に区分しており、その中に海事は含まれていない。 

 一方、海事思想の普及宣伝を行う日本海事広報

協会では、海事を「造船・港湾・海洋環境・海運・

マリンレジャー・水産」として扱っているが 12)、

アンケート調査に合わせて実施した学芸員へのヒ

アリング注 4)では、『海事博物館の明確な定義付け

がなされておらず曖昧な意味で用いられている』

や『明確な定義付けはないが海事博物館として運

営している』等のように、海事に関する統一され

た概念がなく、必ずしも明確な定義付けがなされ

ていない状況がみられた。 

 

4. 海事博物館の入場者数の特徴 

 海事博物館の入場者数に関する文献・アンケー

ト調査の結果、年間入場者数は 35 館、月別入場者

数は 36 館から回答を得られた注5)。本章では、以

上の博物館を対象に入場者数の経年的な推移や季

節変動に関する分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 入場者数の推移 

 年間入場者数の推移を図 3に示す。年間入場者

数は海事博物館によって大きく差異があり、概ね

1 万人前後が多くを占めている。こうした中で、

特に過去 10 年間(2005〜2015 年)の推移に着目す

ると、「No.40：呉市海事歴史科学館」や「No.24：

横浜みなと博物館」、「No.22:日本郵船歴史博物

館・氷川丸」、「No.34:名古屋海洋博物館南極観測

船ふじ」等の館内外に実物船や戦艦を展示した博

物館の年間入場者数が顕著に多いことがわかる。 

4.2 入場者数の季節変動の特徴 

 海事博物館の入場者数の季節変動を図 4に示す。

月別入場者数から季節指数注 6)を算出 13)し、上位

月に着目すると、8 月と 5 月が上位月となる博物

図 1 海事博物館の県別館数 

図 2 海事博物館の立地分布 

−41−
沿岸域学会誌/第29巻  第1号 2016. 6

日本の海事博物館の現状とその特徴に関する基礎的研究



 

館はそれぞれ 23 館と 17 館みられた。一方、下位

月に着目すると、12 月と 1・2 月が下位月となる

博物館がそれぞれ 19 館と 18 館みられ、冬季は季

節指数が低いことがわかる。以上より、海事博物

館の入場者傾向としては「春型」「夏型」の季節変

動の特性を有しているといえる。 

4.3 項目別にみた入場者数の特徴 

 平均年間入場者数と入場料の関係を図 5に示す。

海事博物館 50 館の入場料中央値は 300 円であり、

中央値よりも高く、且つ、平均年間入場者数が 10

万人以上の博物館は 8 館確認でき、その内 7 館

(No.19,21,22,24,34,38,40)では実物船展示がな

されていた。また、実物船展示の有無による入場

料中央値の違いに着目すると、実物船を展示して

いる 22 館は 450 円、実物船を展示していない 28

館は 260 円であった。以上より、実物船展示には

高い集客力がある一方、こうした実物船の維持管

理に多額の費用がかかるため入場料が高く設定さ

れていることが考えられる。 

 平均年間入場者数と述床面積の関係を図 6に示

す。これをみると、延床面積 2000 ㎡以下の海事博

物館は全体の約 6割を占め、平均年間入場者数が

1〜10 万人の範囲に集中していることがわかる。 

 平均年間入場者数と諸室用途数の関係を図 7に

示す。諸室用途数が展示室のみの博物館は 21 館確

認でき、これらには平均年間入場者数 10 万人以上

の博物館はみられなかった。一方、平均年間入場

者数 10 万人以上の海事博物館 12 館の内、諸室用

途数が2種以上の海事博物館は11館と比較的多く

みられ、展示室(展示機能)だけでなく、ショップ

(販売機能)やカフェ(飲食機能)等が付加的な用途

が併設されていた。 

 

5. 海事博物館の施設構成の特徴 

 海事博物館の施設構成パタンの分類と季節変動

の関係を表 3に示す。本章では、海事博物館にみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

られる施設構成と季節変動及び展示内容の関係を

把握し、建築的・展示的特徴を捉える。 

図 3 年間入場者数の推移 

図 4 入場者数の季節変動 

図 5 平均年間入場者数と入場料の関係 
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5.1 施設構成パタンの分類とその特徴 

 調査対象の海事博物館 50 館では、展示品及び収

蔵品を展示している施設は建物及び実物船がみら

れた。ここでは海事博物館の施設構成を捉えるた

め、建物及び実物船の組み合わせから「建物型」

「建物＋実物船型」「実物船型」に区分し、加えて、

「建物型」「建物＋実物船型」に関しては、建物の

ヴォリュームや建物及び実物船の関係、実物船の

展示方法等に応じて各々5パタンに分類した。 

 「建物型」は全体の約 6割を占めており、その

中でも、「建物一棟型」が 18 館確認できた。また、

「建物＋実物船型」の中でも「海上係留型」は全

体の約 1割を占めており、既存の船舶を展示物と

して活用することで集客力の向上を図っていた。 

5.2 施設構成パタンと季節変動の関係 

 施設構成パタンと入場者数の季節変動の関係に

着目すると、施設構成ごとに季節変動の特性を有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

していることがわかる注 7)。特に、「建物＋実物船

型」の「海上係留型」では、6館中 5館において 8

月に季節指数が最高値を示す「夏型」の季節変動

の特性を有しており、屋外での実物船の展示方法

が集客時期に影響を与えていることがわかる。 

5.3 施設構成パタンと展示内容の関係 

 施設構成パタンと展示内容の関係を表 4に示す。

海事博物館の展示内容と施設構成の傾向を捉える 

図 6 平均年間入場者数と述床面積の関係 

図 7 平均年間入場者数と諸室用途数の関係 

表 3 施設構成パタンの分類と季節変動の関係 
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ため、対象とした海事博物館 50 館を基に、各館の

展示内容を構成する展示物及び収蔵物を整理し、

各館に共通した展示物や特徴的な展示物 19 項目

を用いて数量化Ⅲ類による類型化を行った。次い

で、各館の展示内容の類似性を捉えるため、サン

プルスコアを用いてクラスター分析を行い、展示

内容を「漁業」「港湾」「船舶実物」「木造船」の 4

つの類型(距離 1.5 以上)に分類できた。 

 各類型と施設構成の関係に着目すると、漁具等

の漁業関連や開港資料・海運資料等の港湾関連を

展示している博物館は、ともに「建物一等型」に

集中していることがわかる。また、船舶実物関連

を展示している博物館は、実物船をドッグ内や近

傍の水域に係留する展示形式が多くみられ、「海上

係留型」に集中していることがわかる。さらに、

木造船関連を展示している博物館は、「室内型」に

集中しており、船の維持管理を意図した施設構成

パタンを採用していることが考えられる。 

 以上より、海事博物館では、漁具や港湾資料等

の室内展示を主としたものから実物船の展示・維

持管理を意図した室内外の展示まで、海事博物館

特有の展示品を考慮した施設構成パタンの採用が

なされていることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. おわりに 

 本研究では、わが国における海事博物館を取り

巻く現状とその建築的・展示的特徴を捉えた。そ

の結果を以下に示す。 

① 日本全国の海事博物館は 50 館確認でき、海沿

い立地が多く、特に海に関する地域的特徴を

反映した展示内容がみられた。 

② 海事博物館に対する明確な定義付けは必ずし 

もなされていない。 

③ 展示内容は船舶・水産を扱ったものが多く、特 

  に実物船展示には高い集客性がみられた。 

④ 海事博物館の入場者数は「春型」「夏型」の季

節変動の特性がみられた。 

⑤ 海事博物館の施設は建物と実物船で構成され 

ており、「建物一棟型」が 18 館確認できた。 

⑥ 海事博物館の施設特有の展示品を考慮した施 

設構成パタンの採用がなされていた。 

 以上より、今後、海洋教育の発展に向けた海事

博物館のあり方を検討していくためには、現状、

曖昧化されている海事博物館の考え方を明確化し

ていくとともに、地域特有の海との係わりを考慮

した展示品及び収蔵品を具備した展示内容を検討

していくことが重要であると考える。 

表 4 施設構成パタンと展示内容の関係 
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補注 

注 1) 国際博物館機構は、海事博物館の定義を「海

事博物館は巨大水域による船と紀行に関す

る展示物に特化した博物館。また海事博物

館のサブカテゴリーとしては海軍と海の軍

事利用に焦点を当てた博物館」としている。 

注2) 2014年6月1日掲載の博物館を対象とした。 

注 3) 全国博物館総覧記載の展示物及び収蔵物に

基づく展示内容の分類の基準を下表に示す。 

 

 

 

 

注 4) アンケート調査依頼時に各博物館の学芸員

に対して電話によるヒアリングを行った。 

注 5) 調査結果の内訳は、年間入場者数が文献調

査 1館・アンケート調査 34 館、月別入場者

数がアンケート調査 36館となっている。 

注 6) 季節変動の表示方法として、下記数式によ

って計算される月平均を 100 とした場合の

月毎の季節指数を用いた。 

 

 

注 7) 各博物館の入場者数は、気候学上の四季に

基づき、春：3〜5月、夏：6〜8月、秋：9

〜11 月、冬：12〜2 月に区分し、季節指数

の高い上位 2ヶ月を季節変動特性とした。 
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CHARACTERISTIC OF THE MARITIME MUSEUM IN JAPAN 
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ABSTRACT : This research aimed to catch placing by the museum of maritime affairs in our country in the 
current state and make the construction of facilities, the exhibition contents, the location number of visitors and the 
user's seasonal variation, etc. clear. As a result, there were no definitions in a museum of maritime affairs in Japan, 
and that it's used ambiguously became clear. Composition of facilities consists of a building and the real thing 
ship, of this combination, to be different, more, the difference in the number of visitors was seen. The exhibition 
contents were finding a suitable location of many museums of maritime affairs along a sea by location and the 
exhibition contents, and there were a lot of tendencies which exhibit the marine relation of the fishing, and were 
seen. A seasonal variation showed that the number of visitors peaks in August in particular much from spring to 
summer. 
KEYWORDS : Maritime Museum, Exhibitions, Attendance, Seasonal Variation, Facilities Constitution 
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